
第 24回全国金魚すくい選手権大会

清里小でいきいきウィーク町内保育所・認定こども園職員研修会を開催

長洲シニアが全国大会出場決定JR九州ウォーキングで満足度大賞を受賞
濱﨑夏生さんが町代表として出場

くまモンと生活習慣について学ぶ保育者の資質向上を目指して

熊本県代表の誇りを胸に！ながす金魚と荒尾干潟

第 24回全国金魚すくい選手権大会が、
金魚スクエア（奈良県大和郡山市）で開催され、町
代表として濱﨑夏生さん（大明神区）が個人戦（小
中学生の部）に出場しました。
　当日、濱﨑さんは20匹の記録で見事予選を通過し、
準決勝に進出。惜しくも決勝進出には届きませんで
したが、町代表として健闘しました。また、姉の凜さ
んと弟の大粋さんも当日参加のフレンドリーマッチに
出場し、全国大会の雰囲気を体験しました。
　濱﨑さんは「初めての出場で楽しかった。来年も
出場できるように頑張りたいです」と話しました。

くまモンが清里小学校を訪れ、全校児童
92人と交流しました。
　これは、児童たちに基本的な生活習慣を身に付け
てもらう県の「くまもと 早ね・早おき いきいきウィー
ク」の一環として行われたものです。
　児童たちはくまモンと一緒に生活習慣に関するク
イズに挑戦したほか、くまモン体操を踊るなど、楽
しみながら学びを深めました。
　児童たちは「くまモンに会えてうれしかった」、「こ
れから早寝・早起きをがんばりたい」などと笑顔で
話しました。

　９月８日、ながす未来館文化ホールで、長洲町敬
老会を開催しました。
　ことしは79歳以上の対象者1,943人のうち、370
人が出席され、表彰では、白寿賞、米寿賞、長寿賞
の代表者に中逸町長から記念品が贈呈されました。
　ステージでは、長洲嫁入り唄保存会がお囃子にの
せた歌と踊り、町内保育園児が元気いっぱいのダン
ス、豊輪会はあでやかな姿で民踊を披露し、敬老の
お祝いに花を添えました。

町は、町中央公民館で、町内保育所・認
定こども園の職員を対象に研修会を開催しました。
　これは、保育者の資質向上を目指して毎年行って
いるもので、ことしは約80人の職員が参加しました。
　故星野仙一氏の実姉でもある米谷美和子氏を講師
に迎え、保育者の心構えや子どもとの関わり方など
を公立幼稚園の園長を経験した自身の経験をもとに
話されました。
　参加した職員は「改めて自分を見直し、講演で学
んだことをしっかり実践していきたい」と感想を話し
ました。

長洲シニア（北原貢二監督）は町役場を
訪れ、10月６日から８日に山梨県で開催される第32
回全日本シニアソフトボール大会への出場を町長に
報告しました。
　５月19日と20日に長洲町で開催された熊本県予
選で優勝し、３年ぶり２回目の出場となりました。
　北原監督は「全国大会ではベスト16までしか進
めていない。最終日まで残れるように少ないチャンス
を確実にものにして、ミスがないように戦いたい」と
意気込みを語りました。

JR九州荒尾駅の西川誠駅長が町役場を訪
れ、JR九州が主催する『駅長おすすめのJR九州ウォー
キング 2018春初夏編』で、満足度大賞に選ばれた
ことを報告しました。
　荒尾駅では、南荒尾駅を出発して長洲駅でゴール
する『ラムサール条約湿地の荒尾干潟と火の国長洲
金魚まつり』をことし５月に実施。町内では、出町区、
磯町区、町文化協会、えがおの会などからおもてな
しの協力もあり、全71コースの中から満足度大賞に
選ばれました。
　西川駅長は「これからも地元のオンリーワンの魅
力をＰＲしていきたいです」と今後の意気込みを話
しました。
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凜さん（左）と夏生さん（中央）が中逸町長に結果を報告しました

くまモンと○×クイズに挑戦
Ⓒ2010熊本県くまモン

参加者に語りかける米谷氏

全国大会出場を報告する長洲シニアのメンバーと町長（右）受賞を報告する西川駅長と関係団体の皆さん

大明神区・下東区で合同勉強会
夏休みの宿題を総仕上げ

大明神区（高野秀夫区長）と下東区（園田
一久区長）は、きずなの家（大明神区）で、小学生
を対象に夏休み合同勉強会を開催しました。
　これは、夏休みの終わりに、子どもたちが集中し
て宿題に取り組める場をつくろうというもので、初め
ての開催となりました。勉強会には 2日間で 25人が
参加し、それぞれが夏休みの宿題の仕上げに取り組
んでいました。
　参加した子どもたちからは「集中できたので、宿
題が進んだ」、「宿題を仕上げられたので安心した」
などの感想が上がりました。

それぞれ宿題に取り組む子どもたち
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平成30年度長洲町敬老会
いつまでもお元気で！

男 女 合計
特別長寿賞
（100歳以上） 1人 16人 17人

白寿（99歳） 1人 6人 7人
米寿（88歳） 21人 61人 82人
長寿賞

(79歳以上)のみ 650人 1,187人 1,837人

総数 673人 1,270人 1,943人

最高長寿賞：寺田冨貴子さん　(104歳・駅通区)
　　　　　　　　　　　　　　平成30年９月１日現在
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